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「子ども劇場」を担う母親の生活史
　―わが子と共に探り出す自立への道―

小 林 平 造 *・藤　　英 子 **・山 下 芳 香 ***

A Life History of Mothers who support
 the Kagoshima Children’s Playhouse Conference 

－ Mother and Child Independence in
 　　Children’s Playhouse Activities －

KOBAYASHI Heizo，HUJI Eiko，YAMASHITA Yoshika

キーワード：母親の自立、生活史、表現活動、子ども劇場、地域子ども組織

1．本研究の意義と方法

1）先行研究の要点

　今日、国をあげて家庭教育や体験活動の重要性が指摘され、推進されている。それは教育基本

法改正（2006 年）で新たに盛り込まれた第 10 条（家庭教育）、第 13 条（学校、家庭、地域住民

等の相互の連携協力）に典型的に示されている。同じく新設された第 17 条に基づいて作成され

た現下の「教育振興基本計画」では、それが「基本的方向」の第 1 番目の課題として位置づけら

れている。こうした動向をふまえた取り組みが、“大人の保護する対象としての子ども”という

捉え方で進められる傾向には注意をする必要がある。

　一方「子どもの権利条約」（1989 年第 44 回国連総会決議、1994 年日本国批准）の解釈におい

ては、子どもの意見表明権、子どもの権利の日常的な保障、子どもの社会参加の保障などに関す

る理解を深めながら子どもとの相互関係を築く大人の役割が注目されてきた 1）。それを、世取山

洋介は「子どもと大人との間の『新たな共同関係』」創出の課題として指摘している2）。そこで

は既成の社会教育研究が子どもの成長発達にとっての地域の意義を明らかにして理論構築してき

たことを評価したうえで、「子どもと大人との間に流れるべき人間関係の質に対する着目 3）」の

欠落を指摘し、「子どもと大人との間に流れるべき人間関係 4）」は「子どもが人間として有して
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1）　 これについて、『月刊社会教育』（国土社、同編集委員会編）2006 年 6 月号は「子どもの権利を創る―つぶやく
子どもと向き合う大人」を特集して、同趣旨の指摘をしている。
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いる主体性の保障に不可欠のものであるとの観点 5）」が欠落させられていることを問題にしてい

る（佐藤一子、増山均等への批判）。

　この観点は、子ども劇場を担う母親の「わが子と共に探り出す自立への道」を探求してきた本

研究報告者等の研究視点と共鳴しあっている。

2）「子ども劇場」を担う母親への着目

　鹿児島子ども劇場でそれぞれの地域に成立している単位の子ども劇場（本研究ではそれを「Ｋ

1 子ども劇場」、「Ｋ 2 子ども劇場」としている）を支え、リーダー（運営委員長、事務局長、ブ

ロック長など）として自己形成していく母親たちを捉えてみると、地域子ども文化運動を継続・

発展させるための難しい課題を乗り越えていく過程のなかで、わが子のリアルな成長の姿に出会

い、これに励まされ、自らのリーダーとしての資質を高めている場合が多い。それは、わが子に

限られることではなく、わが子を媒介にして劇場に集う子どもたちとの関わりのなかに成立して

いる関係である。母親と彼女自身の子ども、そして子どもたち、その相互の関わりのなかに生ま

れる共同関係である。同時にあと一つ、取り組みに参加する母親どうしの共同関係である。

　それらのことが、母親の自立への筋道に、いかなる意義を持っているのか鹿児島の子ども劇場

の事例を取り上げて、実証的に解明していくこととする。

　同じ地域の母親たちの状況をみると、子育てで抱える自分の課題を、他の母親たちと率直に

自由に語ることができずにいる場合が多い。それはわが子の発達障害や落ちこぼれなど問題を抱

える母親の場合に、より深刻である。離婚など母親自身の問題の場合も同様である。例えば、パ

ニック障害を抱えた子どもとその母親が地域集団からスポイルされることも少なくはない。これ

につきることではないが、いま、多くの母親たちは「孤独」である。その一方では、子育てにお

ける価値観が競争の論理で占められている場合も少なくない。競争主義の子育ては、往々にして

子どもの能力や可能性を一面化してとらえることが多い。子どもの多様な可能性を開花させる機

会に乏しいのである。あと一つ、封建的な古い慣習が色濃く残る地域性にあって夫婦間のジェン

ダー問題が、夫の子育て参加を遅らせ、子育てをする母親を孤立化させている。こうした問題と

対峙している母親たちの子ども劇場づくりである。その母親たちは、様々な手段や方法を駆使し

て必要な取り組みを生み出している。

　今日、子育期後半を生きる日本の女性にとって、リアルで本格的な自立への道を探り当てる

場が失われている場合が多いであろう。子育て期にある母親にとっては、その自立の模索におい

て、わが子との関わりを抜きに考えていくことはできない。否むしろ、母親はわが子との関わり

のなかでこそ、女性の自立への筋道を確立していくのではないか。本研究でとりあげた母親たち

にはそのことが明らかである。そして、子どもは、そのような親の姿に学びながら、自らの青年

期に向けた自立への道筋を思い描くのではないか。取り上げた母親たちの娘、息子から、そのこ

2）3）4）5）　 世取山洋介「子どもの権利条約からみた『地域』の意義―関係的子どもの権利論と社会教育の対話」同前
傾『月刊社会教育』P13 ～ 16。
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とが明らかである。

3）本研究の方法と内容構成

　ここでは、鹿児島子ども劇場の取り組みの全容を視野に入れた上で、「生活史」研究の手法を

用いて、二人の母親を中心的なインフォーマントとし、母親の子どもたちへのヒアリングも含め

た実証研究を行っている 6）。Ｋ 1 子ども劇場（インフォーマントＡ）もＫ 2 子ども劇場（インフォー

マントＢ）も旧鹿児島（平成の合併前）市内を 12 に分けた単位の劇場の一つであり、 いずれも

市街地区域にある。まず、子ども劇場が上演してきた演劇、人形劇、ティーンズアートフェス

ティバル（自己表現）などが、それぞれの自己形成にとっていかなる意味を持っていたのかを作

品分析をふまえて検討する。次にそれをふまえて、二人の母親が子ども劇場のリーダーとなった

時点から今日までの期間を主な対象として、二人と子どもたちと夫も視野に入れた分析を行う。

最後に明らかになったことがらを理論的に吟味する。

2．鹿児島県子ども劇場協議会と鹿児島市子ども劇場連絡会の組織の特徴

　はじまり　鹿児島の地に『あたらしい子どもの文化』をつくりだそうと、鹿児島子ども劇場

は、子どもの状況に危機感をもったお母さん達、青年たちが集まり、1972 年 12 月 17 日に発足

した。遊びまでテレビに影響される子どもの様子に驚いていた保母さんや、マンガやテレビばか

りみているわが子に不安をもった人達だった。子どもは人間として育っていくのだろうか？生の

舞台の感動体験が心を育くむのではないか？地域での異年令集団による経験でたくましく豊かに

育つのではないか？そんな思いが溢れての発足だった。「子どもに夢とたくましく豊かな創造性

を！」のスローガンのもと、舞台芸術を年に 4 回程度、子どもの地域での自主的自治的な異年齢

の集団づくりを基本としたキャンプやまつりなど観ることと自主的な地域での活動を 2 つの柱と

して活動しはじめた。鹿児島は、青年たちの力も大きかったこともあり、どちらかというと自主

的な子どもの活動に発足当時から力を入れてきた経緯がある。女性がわが子や地域の子どものた

めに社会に働きかけていくことに偏見と差別が色濃くあり、鹿児島子ども劇場は、いつも会の担

い手さがしに苦労した。社会的な支援もほとんど無いなか、地域を這うように会員を広げ続けて

きた歴史だった。

　組織　子ども劇場は、4 歳以上で大人も子どもも会費は同額となる。大人も子どもも会の主人

公として権利を持つ。会費で年間の予算をつくりその月の会員数をベースとして舞台をみる内容

や回数および活動の内容も検討され、会の基本は会員が 3 家族以上集まったサークルより代議員

が選出された総会で決定する民主的な会である。地域を基礎にサークルが集まってブロック（小

学校区を基本）となり、ブロックから 1 名の運営委員が選出されて会の運営委員会を構成する。

運営委員会は総会で決定された課題や活動計画、予算、体制などによる執行機関である。また、

6）　 この研究のヒアリングは、2007~2009 年に実施し、7 分冊のヒアリング記録として編集され、関連資料は 1 冊に
編集されている（鹿児島大学教育学部、社会教育学研究室＝小林平造研究室蔵）。
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サークルを基本として委員が選出され、総会で決定できない決定事項については、委員会で決定

する。

　鹿児島市子ども劇場連絡会　鹿児島市は、現在地域に 13 の子ども劇場がある。1984 年には

2000 名弱の会員で、広い範囲での運営が困難になってきたことと、地域に根ざした活動にして

いくために、鹿児島市の子ども劇場を 3 分割独立した。同時に、高学年を中心とした鑑賞活動と

中学生・高校生などの子どもの活動や運動交流および、行政に対する窓口として鹿児島市子ども

劇場連絡会を設立した。Ｋ 1 もＫ 2 も分割を繰り返していく中で生まれた小学校区をいくつかか

かえた鹿児島市内の地域の子ども劇場である。鹿児島の劇場運動は、地域での活動を中心にして

いるため各中学校区にひとつの子ども劇場をめざしているという特徴をもつ。

　また、鹿児島県連絡会は、鹿児島市が 4 つに分割独立し、県内に奄美、大口、川内、加世田と広がっ

た中、県内すべての子ども達に子どもの文化が届くことを大きく目的に掲げて、1987 年に発足

した。その後、鹿児島県子ども芸術祭典がはじまり、離島を含む県内すべての子ども達に「生の

舞台」を届けるには、子ども劇場がより力を出し合う必要性により、人もお金も保障し運動の推

進力となる強い連帯をもつ県協議会へと 92 年に変更した。鹿児島県は九州の他県に比べて、劇

場が県内になかなか広がらず、当初の 10 年間は、１県 1 劇場の時代が続いた。奄美で発足して

も県内で交流もままならず、なかなか県内に広がりをみせることが困難だった。また、会のなか

で育つ子ども達も中学生になるとやめてしまうために、会の中で育つ子どもの姿が見えない困難

さがあった。

　鹿児島の子どもの活動　鹿児島市を 3 つに分割独立させたことにより、地域に根ざした活動が

定着し始めた。その 3 年後、会員数が 2000 名を越え、高学年部（小学校 4 年生以上で思春期を

中心とした子どものための舞台と活動の保障される組織）が設立される。ここから本格的な地域

での子どもの自治による異年齢集団づくりが始まる。自給自足の屋久島キャンプを継続し、青年

集団も 100 名を超え、高校生集団も誕生した。しかし 90 年代に入る頃、子どもの状況がますま

す厳しくなり、夏のキャンプすら会で決議できない劇場も増えて高校生・青年は壊滅状況になっ

た。県組織のなかで 10 日間の「子ども村」を再度起こしていった。現在の 14 回目の子ども村は、

10 数年かかって青年・高校生が指導員として子どもたちに関わる体制ができ、また、青年主体

の子ども村への実現に近づいてきている。

　子ども村とともに、この子どもの活動を県内に広げてきたのは、鹿児島県子ども芸術祭典 10

周年を記念して劇団とともに生み出した「高学年祭典」である。中学生・高校生の思春期を生き

る子ども達へむけた体育館でもできる小規模の作品づくりを劇団へ依頼し、子ども劇場は、県内

で 30 ステージの子ども達の手による公演開催を約束した。また、劇団の力を借りて観るだけで

なく子ども達が舞台にあがり表現する活動「ティーンズアートフェスティバル」を隔年で行おう

と計画した。2000 年の第１回高学年祭典（思春期を中心とした親子に地域で舞台を保障する公演）

で、各地の子ども実行委員による手作りの鑑賞の取り組みと 2001 年には、表現活動「ティーン
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ズアートフェスティバル」を行った。演劇をみること、創ること、この両方を中学生・高校生の

時期に地域で実践することで、子どもたちは、子ども集団をまとめるリーダー集団としての確か

な力をつけてきた。

　青年集団・運営集団・子ども集団へのかかわり　基本的に高学年部ができると、高学年の活動

には、高学年部長として運営の責任者が子ども集団にも責任をもつことになる。また、現在青年

もひとつのブロックとして地域とは違ったブロックの位置づけをし、いくつかのサークルをつく

りその代表者が青年ブロック長として運営委員会に所属して会の運営を担うことになる。運営委

員会に参加できないときには、運営委員長や事務局長もしくは、高学年部長から報告を聞き、全

体の子どもの活動や青年の活動の相談をしていくことになる。青年がストップすると会全体がス

トップするため、高学年部長は、青年ブロックにも責任をもっている。また 3 年前から、地域（小

学校区）を中心とした子どもの自治による集団としての団を発足させ、日常的に子どもが地域で

つながりあう子どもの組織を創っている。そこには、団責任者がおり子どもの集団に責任を持ち、

子どもは登録制としている。団総会を年に 1 回開いて子どもの自治集団をめざしている。団の責

任者と指導員とが話し合って子どもの活動に寄り添っている。鹿児島市では、この団組織ができ

て飛躍的に子どもの集団づくりが充実し、中学生、高校生のつながりができ地域で育つ子ども達

が見え始めてきた。

　子ども劇場運動　子どもを取り巻く状況にあわせるのでなく、常に子どもに必要な活動は何か

を基本に据えて活動を創り続けてきた鹿児島子ども劇場は、子どもの状況が厳しくなればなる程、

原点に帰り、確かめ合いながら実践してきた。鹿児島子ども劇場の 37 年は、子どものもつ力を

発見してきた歴史でもあった。

3．感動を生む舞台鑑賞と子どもやおとなの自己形成

1）子ども劇場の作品選びと舞台鑑賞の特徴

　子ども劇場の作品は、企画のためのパンフレットを見て会員がアンケート（子どもも含む）を

記入してサークルでも話し合い、総会で決定する。みんなで決めてみんなで観ることを基本とし

ている。作品の内容は、プロによる子どものための日本児童・青少年演劇劇団協同組合・特定非

営利法人日本青少年音楽芸能協会・全国専門人形劇団協議会に所属している団体の作品となって

いる。子ども劇場では、九州エリアの団体が参加しての企画説明会やフェスティバルの作品を見

に行くなどして作品選びの情報を得る。会員減がつづくなかでは、九州全体でコースが組まれる

ように案の状態から数回の九州規模でのアンケート集計の結果も参考にし、会員の意見も取り入

れながら、運営委員会で案を作って総会決定していく。作品の選び方は、劇場の運営を担ってい

る人たちの力量が必要となる。子どもの状況にあわせて、単なるアンケートの集計結果や財政の

みで作品を選ぶのではなく、どんな子どもを育てていきたいかという方針をもった選び方が求め

られる。たとえば、鹿児島市連絡会の今年の例会方針は、次の６視点となっている。
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　一．平和と命の尊さを伝え、考えていく作品

　一．日本の伝統芸能を守り、次の世代へ伝える作品

　一．子どもたちが地球や世界の民族、環境など、社会に目を開くきっかけとなる作品

　一．子どもたちの表現活動につながる作品

　一．創造・想像の世界が広がり、楽しめる作品

　一．地元団体、個人など鹿児島の地域発の作品　

　子ども劇場が作品を鑑賞する場合、例会当日に鑑賞するだけでなく、事前の取り組みとして子

どもたちも含めた様々なワークショップや役者との触れあいや作品に対する思いも聞いたりして

期待をふくらませていくことを大切にしている。子ども達は、作品にちなんだ様々な遊び会をし

たり、人形劇だと人形をつくったりもする。高学年になると平和のことなど、自分たちが学習す

る場も設ける。また、役者さんと当日ロビー交流したり、搬入や搬出を手伝い、舞台を中からみ

て役者と出会うことも貴重な体験となる。取り組みから事後の感想を出し合う会まで会員みんな

で作り上げる豊かな取り組みをめざしている。

2）舞台芸術による親と子の感動と変化・その質

　初めてみる舞台芸術が生み出す感動　最初にみた作品の感動が、こんなに子どもの心に深く

残っているのかと驚いたのが、Ａの長男が幼稚園年長 5 才のとき、初めてみた祭典での「3 にん

のひょうげもん」の話である。現在 18 才の彼は、1 回しかみていないこのお芝居のストーリーを、

ほとんど覚えていて次のように語った。「ストーリーは自分的には、すきなストーリーで、結構

覚えていて、まるめちゃんができの悪い魚で、好きな魚の女の子がいて、長老的な魚もいて、そ

の長老から滝を登れば、竜になれるといわれて、川か海かが、涸れそうという話を聞いて、じゃ

あぼくが登るという話になって、まるめちゃんが奮起してという話で、途中ででっかい魚にあっ

て、順番にその人たちに、最初は馬鹿にされたけど、滝の登り方を教えてもらって、最終的にす

ごい辛い目にあっているのだけれど、ひょうきんな性格は、そのままで、正直で、その魚に馬鹿

にされたりとかするけど、滝を登るときも 1 回で成功しないで、何回か失敗してぼろぼろになっ

た感じだったけど、それでも、こう、すごい白熱して真剣な場面だったのに、まるめちゃんが

すっとんきょうなことばで、まぬけなことをいうからそこがおもしろかった。最終的に滝を登る

ことができて、雨を降らすことができて、そのへんで終わって、結局、その女の子も長老もまる

めちゃんが竜になったというのはわからずじまいで、そこで終わって、自分は、あれっ、まるめ

ちゃんってこのまま魚に戻らないのかなと思って、終わったような気がします。ストーリーがす

ごくすきだった。」と語った。舞台が、脳裏に強烈な印象となって焼き付いているために、主人

公と自分が一体となり、みんなを助けるために小さな魚（自分の姿と重ねている）が頑張ってい

る主人公の姿をここまで印象的に語ることができるのではないかと思われる。この時期の子ども

の舞台を見る目は、特別である。吸い込まれるような瞳は、多くのおとなの観客が驚くものである。

子どものとぎすまされた感性と豊かな想像の力によって、主人公を通して心の中に舞台を見なが
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らもうひとつの世界を創っている。どきどきわくわくしながら心が動くことで体ごと弾んでいる

姿がどこの公演でも多く見受けられる舞台をみる子どもの風景である。また、彼は、観たときの

印象をこう語っている。「まるめちゃんが主人公で中心で動いていて、劇が始まった後も、まぬ

けな主人公的な設定がされて、自分的にそういう主人公がすごい好きで、結構低学年の劇だった

から、けっこう笑いが多くて、ずっと笑っていたような気がする。ずっと笑っていたということ

が印象に残っている」と。

　18 才の今になるまでに忘れ得ぬ記憶として残っていることに研究者集団は、驚きとともにお

となにはない 5 才の子どもの舞台を観る力と受け止める感性のやわらかさを発見した。

　また、Ｂの 3 男も、本人からの聞き取りはないが、初めて観た祭典「なんなんなんでマン」で、

くいつくようにしていた目の輝きに親がびっくりしている。

　2 人とも 5 才という子どもの発達段階で、想像の世界で遊ぶ時期に作品を観ている。また、そ

の作品の中に入り込んでくいいるようにみている姿が浮かぶ。「まるめちゃん」の主人公像と「な

んでマン」の主人公像は、作品に共通した点がある。どちらも子どもが主人公である。そして、

「まるめちゃん」は、できが悪くてすっとんきょうな性格をもっているし、なんでマンも 5 才の

設定で、父親も兄もこの 5 才のなんで？なんで？と何でも聞く「なんでマン」に手を焼かれてい

るという決しておとなの期待するいい子ではない。「なんでマン」は、夢のなかで冒険をして悪

者をやっつけるんだけれど、実は、夢から覚めたときは、おねしょをしている。子ども達は主人

公の姿に共感したり、自分を観たり、でもまっすぐにいいと思ったことや敵とたたかう姿に憧れ

応援する。また、自分が作品の主人公の世界に入りきってしまうのである。この時期の子ども達

の「生の舞台」の見方には、おとなの想像をはるかに超えた感性が響きあい、それによって心の

中に自分のもうひとつの世界を想像して遊ぶ力があると考えられる。

　舞台に感動する子どもを発見した親の驚き　Ａさんも初めて観た舞台に「汗はとんでくるし、

つばは飛んでくる。こんな舞台って初めて観たとすごく感動する。子どもたちも観るのがすき

なんだなあとそこで思った。」と自分も感動するが、子どもの姿にも感動している。Ｂも、Ｂの

三男が、「また観たい、次は、いつ観るの？」と何度もいうことや、目の輝きに驚いている。Ｂ

の三男が、その後も子ども劇場のチラシが幼稚園に入れられるとうれしそうにチラシを持って帰

り、「これ子ども劇場だよね」と何度も聞く。Ｂは、「よほど、観たいのだなあ。こんなに観た

がるなら、入ってみようかな」と思って入会している。また、Ｂは、子ども劇場で、入会してみ

た「ＭＲ．ＺＯＯ」でＢの三男が、目を潤ませながら、「死んじゃったね。ちょっと涙が出た」と

ぽつりと言ったのを聞いたとき、「この子わかってるのだなあ」とそれがうれしいと語り、主人

公に感情移入できている三男にびっくりする。Ｂは、「子どもが観る力があることがわかったの

で、いろいろ観て観たいと思う」と会員を継続し、1 年生である我が子に、4 年生以上を対象に

した高学年例会の「うめこがふたり」も見せている。まだ、高学年作品は、難しくて観れないと

思っているが、そのとき、Ｂの三男は、予想をはるかに上回る反応で、すごく感動して泣く。芝
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居が終わっても、「うめこばあちゃんどうしたのだろう？」と心配している。感動して泣いてい

るのを観て、1 年生でも高学年の劇を観る力がある我が子に感動している。Ｂは、「行ってよかっ

たと思う」と語っている。ＡもＢも本人自身は、子どもほど感動はしていないが、本人より子ど

もの受け止める力に驚いている。聞き取りのなかでもＡもＢ自身も生の舞台の感動は最初の舞台

ぐらいであまり出てこない。内容もほとんど覚えていない。親は、様々な舞台に触れるたびに自

分とは違う隣にいる子どもの反応に驚いている。それは、我が子の目の輝きや体の動き（ぴょん

ぴょん踊り出すような姿やじっと集中している姿、わくわくしている姿や涙する姿）など様々な

舞台に反応（受け止め方）する我が子の力に驚きを持つ。そんな、子どもが感動している姿が親

を変えていくのではないかと思われる。

　子ども達自身が表現するティーンズアートフェスティバル－困難を乗り越えた子ども達の輝き

に感動する親たち－　Ｂは、ティーンズアートフェスティバルでのＫ 2 の 4 人の中学生・高校生

の作品で初めて感動する。「200％の力を出してくれて、大感動のステージ。出演者 4 人の頑張り

でおとなもすごく頑張れた。劇場をやめないで運営をやめないでいたから、この経験ができた。

初めて自分の子じゃない他人の子にこれだけ心配したりして気持ちが寄せられた。あれほど、ど

きどきしながら感激したのは初めて」など。また、Ａも初めて観た作品の次に感動の言葉が出て

くるのがティーンズである。「子ども達のまばゆいばかりの輝きに感動する。Ａの次女ら 4 人の

中学生がこれまでの長いつきあいのつながりを土台にして、お互い尊重しあいながら、意見を出

し合って創りあげていく姿に大きな宝物を子どもの心のなかに持ったと思う」と感動の言葉が出

てくるのが、おとなは特にティーンズが多い。どんなすばらしいプロの作品より親たちは、思春

期の子ども達の表現する舞台に涙する。子どもに寄り添い、励まし、落胆しながらも断崖絶壁に

立たされて大きく成長した子どもの姿を見ているからである。また、身近な地域にいる難しい揺

れ動く思春期を生きる普通の子ども達の、作品を作り上げるまでのその集団の変化を目のあたり

にするからである。そこには、育てようとするおとなの働きかけ、育とうとする思春期の子ども

の深い葛藤の姿がある。人と人とがかかわりあいながら、何もない中から何かを生み出す、そん

な力が子ども達にはあることが親たちを感動させている。何をしたいとひとりひとりが言葉にし

なければできない。何故かできないことをやりたい、挑戦したいという子ども達。音楽も脚本も

演技もダンスもすべて自分たちの力で作り上げる。自分の思春期の時代に誰も通ってこなかった

表現への人と人との関係づくりのきびしさ楽しさ、辛さがここにある。部活や塾や試験と忙しい

子ども達が自分の意志で作り上げていく。なかなかすすまない集団。ときには、おとなが先にキ

レたりする。でも、子ども達は、おとなには動じない。子ども達は、子ども達の集団で乗り越え

ていく。おとなはあくまでも寄り添うしかない。練習会場の準備や送り迎え、食事などを応援

し、経過を見守るしかないのである。当日は、舞台で照明を浴び、誰もが 200％のもてる力を出

し切る。輝く真摯なその時期の子どもの姿に感動するのである。ティーンズに出演したＡの次女

の 14 才の感想文がある。「わたしにとってティーンズとは、ズバリ“生きていく道”です。この
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活動を通してたくさんの人に会ったし、友達もできた。最初は、劇場の人に頼まれて、ティーン

ズに参加することになって、半分は、自分の意志ではなかったけれど、集まりを重ねるにつれて、

“やるんだったら、とことん楽しもう”と思って活動にとりくむようになりました。はじめに書

きましたが、ティーンズは、“生きていく道”と思うのは、ティーンズに参加しなくても生きて

いけるけど、人とのコミュニケーションの取り方とか関わり方、何よりも相手のことを考えるよ

うになるということが、私は、大切だと思ったから、ティーンズはズバリ、“生きていく道”です。

取り組みでは、本当に心を許せるともだちが必要だと思いました。学校でともだちとけんかした

り、いらだったりしても、劇場のみんなといるときだけは、嫌なこととか、むかついていること

を忘れられて、すごく楽しい時間を過ごすことができました。学校では、“きらわれたらいやだな”

とか思ったりして、少し自分を隠していたりしていたけど、劇場では本当の自分でいられたよう

な気がします。だから、素直な自分でいるってことは、大切なことなんだって改めて気づきまし

た。」

　この時期の子ども達が、まるでさなぎから蝶に変容する姿を、子どもの表現活動であるティー

ンズアートフェスティバルの取り組みから当日まで半年の間に間近で見ることができるのであ

る。それが、親たち大人達を感動させるのである。そして、また、この舞台を憧れの目でじっと

見つめている小さな子どもたちもまたプロの舞台とは全く違う大きな感動を得ているのである。

　母親Ａの長男が語る舞台を観ることの意味　演劇をみることの意味については、Ａの長男が

はっきり語っている。「見続けてきて影響を受けていると思う。自分ではわからないが、観ない

よりは、いろいろ考えさせられる。低学年の頃は楽しければよかった。高学年になると、ストー

リーのしっくりこない劇もある。あえて考えさせるためにそういう演出をしているのではないか

と思う。終わりが中途半端な劇もある。そういうのをみたり、聞いて訴えかけているものがあ

る。何を訴えているんだろう。観るだけでも意味があるけれど、たぶん、そのあとの感想会や交

流などで、サークルで思ったことやもやもやしたものを何かしら言葉にできる。感じたことを言

葉で表現できるようになった。話す場、感想をいう場、自分の思ったことを言葉にする力がつい

た。劇場では、ロビー交流会などで役者の裏話も聞けるし、実際自分の気になっていることを直

接役者に聞ける。映画とは違って、役者として出てきて、役と本人との切り替わりがあるのが

楽しい。生のものは失敗するのをみてにゃっとしたり、何回も観るのもすき。劇場に入ってない

と、ティーンズでチケットを売ることもないし、中学生とかは人形劇をダサイといって来てくれ

ないけれど、自分はダサイと思わないし、観ないよりいろいろ考えさせられる」といっている。

Ａの長女も語っている。「最初は、友達に会うために観ていた。考えや表現の仕方、考え方が変わっ

た。他の人と考え方が変わっていった。しゃべりたいことがことばに、心の中を外に出したいと

広がってきた。狭い視野にとらわれない。作品に対する感動の仕方が変わってきた。」と答えて

いる。幼稚園の頃から学童期にかけては、ストーリーにはまって、わくわくし、想像の世界が広

がって遊びの内容まで（「準備完了第 1 号計画」を観た後、社宅で基地を創って遊んできたとい
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う報告より）変わってきている。高学年から思春期にかけては、世界観が広がり、人間や社会に

ついて深く考えるきっかけとなっている。観るだけでも意味はあるけど、受け止めたことを言葉

にしていくのには、自分の意見を他人に話すことが必要だと語っている。Ａの長男は、中学 2 年

のとき高学年祭典「銀河鉄道の夜」で自分の地域で上演するステージの責任者となり、「当日感

動した人（観客）などの意見を聞くことができて、大成功だったと思う」と述べている。この中

学生の時期に劇団の人と対等に話をする。チケットを売る。実行委員会をまとめ、成功させる段

取りをつくり、自分の地域の実行委員会を何度も持つ。市の会議に代表として数回参加し、クラ

ルテまで代表団として参加し、県全体での集まりにも代表として参加する。また、2 年後の高学

年祭典「知覧・青春」では、高校 1 年で実行委員として関わっている。子ども劇場で高校生サー

クル会を定例化しようという時期にちょうどサークル会が毎月あり、そこで感想をしゃべる場が

保障されている。彼は、高校生の時期に青年が退会し高校生として青年ブロック長としても頑張っ

てきている。青年ブロック長は、自分の劇場の会と同時に市全体の会も月に 1 回ある。県や市な

どの多くの高校生・青年・おとなの関わり合いから、そんな数多くの体験のなかでいやがおうも

なく自分の考えを話す機会が増え、また、劇団としゃべる機会も増えている。そこで自分と他人

との考えの違いを知り、多くのおとなとの出会いから、「自分のアイデンティティを早い時期に

確立した」と本人が語っている。成長の節目を、地域で舞台を上演するという面倒で大変な活動

を通して成長してきた姿がみえる。ただ、舞台を観るだけでなく、舞台を創り上げる活動のなか

での子どもどうしの話し合いやつながりあいが大切だと聞き取りから発見した。

　舞台芸術が生む感動と子ども劇場活動　子ども達は、文化的な環境で確実に変化する。高学

年組織をつくり、高学年例会を発達にそって保障し、中学生・高校生が中心になる高学年祭典で

劇団とともに作品をつくり、チケットをつくり上演まで子ども実行委員会で行う活動と自分たち

で舞台をつくる表現活動を隔年で保障して 10 年になる。Ａの長男は、ちょうどその間の活動の

保障から、こんなに語れる 18 才になっていることに活動の成果がはっきり出ている。おとなは、

なかなか変化できにくいところにいるが、しかし、おとなも同じものを観て子ども時代を取り戻

しながらストーリーに涙することは可能である。しかし、子どもの感性にはかなわない。子ども

から多くのおとなが教えられ感動を受けて、子ども劇場は存続している。おとなもみずみずしい

感性を取り戻しながら一緒に舞台をみて成長しあっていることがみえる。おとな自身も、価値観

や人生観を舞台を観て、子どもに寄り添って成長する姿が見える。子どもに寄り添い、舞台芸術

がきっかけとなって感動しあい、おとなも子どもも成長の節目となっている。

4．わが子と共に探り出す自立への道（1）－母親Ａの分析－

　母親Ａは、47 歳。長女 21 歳、長男 20 歳、二女 16 歳、47 歳の夫と 5 人家族を持つ専業主婦で

ある。Ａは 35 歳で初めて子ども劇場に入会している。彼女にとっての転機は、41 歳のときに、

Ｋ 1 子ども劇場の運営委員長に就任して本格的な活動を展開したことにある。報告者集団が注目
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資料１．演劇、人形劇、ティーンズアートフェスティバルの内容と子ども
インフォ
ーマント

生の舞台鑑賞
舞台を鑑賞する背景

日時 題名 団体名 内容 主催・形式 年齢 子ども おとなの感想

A 1996.3 3人のひょ
うげもん

劇団道
化

３人のひょうげもんというお芝
居は、２つに分かれていて、一
部は、身近な道具てぬぐいや野
菜やほうきなど生活用品を使っ
てお話をつくったり、あそんだ
りするお話と第２部は、「竜に
なる」というまるめちゃんとい
う小さなおさかなが主人公。池
の水がひでりでなくなってき
て、たきを登って竜になれば、
雨が降ってみんながたすかると
いう。まるめちゃんは、ひとり
でみんなに反対されながらも、
滝をのぼっていく。このお話
は、５回祭典から劇団道化が参
加し、この３人のひょうげもん
は、毎年毎年作品を作りながら、
祭典でみんなの力で完成した思
い入れのある作品。若い俳優が、
真摯に作品の質をあげようと苦
労して作った作品である。

第８回祭典

Aの長男
（ 幼 稚 園
年長）A
の 長 女

（小２）

子ども達もよく覚え
ている。話も歌も覚
えている。Aの長男
は、５才のときにみ
たこの芝居のストー
リーに感動し、内容
をすべて正確に覚え
ている。小２のAの
長女は、表現方法や
セットに感心してい
る。

汗やつばが飛んで
くる。一生懸命な
役者に感動。商業
的な舞台しかみた
ことなかったので、
それとは違う、こ
んな舞台ってはじ
めてだった。子ど
も達もみるのがす
きなんだなあとそ
こで思った。

近所のお母さんか
ら祭典に誘われる。
K ３子ども劇場が
発足する前の年の
祭典。夫の転勤で
熊本から指宿へ転
居。

A 1997 準備完了第
一号計画

劇団風
の子九
州

体育館いっぱいのフロア全体と
舞台が３方にあり、真ん中を役
者が駆け回り、秘密基地であそ
ぶ子ども集団のギャングエイジ
の冒険の物語。

指宿の発足
例会

Aの長男
（小１）
Aの長女

（小３）

Aの長女・・・もう
一回みたい作品。秘
密基地をつくるセッ
トがうまくできてい
てあこがれた。かえっ
てから社宅の植え込
みにござをもらって
秘密基地を作ってし
ばらく遊んでいた。
数ヶ月続いた。別世
界の話とリンクして
いる。遠くから効果
音がハデ。Aの長男
もよく覚えている

K ３子ども劇場発
足とともに事前に
も参加して親子４
人で入会。

B 2003.3 なんなんな
んでマン

劇団風
の子九
州

子どもの頭の中は、なんで？ど
うして？でいっぱい。５歳の
マーくんは、いつも何かあるた
びになんで？なんで？って聞く
ので、あだ名を「なんでマン」
とつけられました。そんなマー
くんが、マントをはためかせて
冒険の旅にでます。不思議博士
とであったり、バクーという怪
獣と戦います。痛快で荒唐無稽
の大活劇です。３人の役者が体
育館の真ん中に作った２００人ほ
どの観客席の前で動き回りま
す。

虹小学校区
での祭典
みなみの祭
典

Bの三男
（ 幼 稚 園
年長）A
の 長 女

（小６）

初めてのお芝居に大
喜びし、また、みた
い、今度は、いつみ
るの？うれしそうに
チラシを持って帰り、
これ子ども劇場だよ
ね？を連発。見にい
くものだと思ってい
たかも。Aの長女・・・
一番印象に残った作
品。役者さん自体に
はまる。お友達感覚
で７回観た。おっか
けになって、せりふ
まで覚えた。

Bの三男の目の輝
きに驚いたし、自
分自身も楽しめた。

遊び会にさそわれ
るがあまり興味が
なかったのでいく
気持ちにならない。

A 11 ＭＲ．ＺＯＯ

オール
スタッ
フ /
イッツ
フォー
リーズ

ハートフルミュージカル。ゴミ
捨て場で一人の男が落雷に会
い、人形と会話を始めます。笑
いを失ったおとこに人形の持ち
主の姉妹が出会い、人形と男と
姉妹の不思議な交流が始まりま
す。ＺＯＯと名づけられた男は、
姉妹にヒップホップを教えられ
笑顔を取り戻しします。心の底
から熱くなるエネルギッシュな
ミュージカルです。

合同例会

Aの長女
（ 中 １）
Aの長男

（小５）

お父さん、死んじゃっ
たんだね。ちょっと
涙 が で た。 と ぽ つ
り。　Aの 長 女（ 中
１）劇で初めて泣い
た。車のなかで泣き
ながら親子で語った。
とがった中学生の割
には、素直に劇をみ
た。　Aの長男（小５）
ストーリーを全部詳
しく覚えている。感
動したけど涙はでな
い。はじめてホール
でみた。

主人公に感情移入
できてるBの三男
にびっくり。子ど
もの芝居と思って
いたので、作品の
質 の 高 さ に 驚 い
た。自分も次の例
会が楽しみになる。
A・・・Aの 次 女
がダンスで参加し
たので感動した。

B・・・ 役 員 の し
ごとが一段落した
の で、Bの 三 男 が
こんなに見たがる
んだったら、入っ
てみようかな？　
　 ＊A・・・ こ の
ミ ュ ー ジ カ ル は、
最後が子どもたち
が事前にダンスを
練習していて最後
舞台で役者達と一
緒に踊るスタイル
となっている。
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したのは、ごく普通の母親が、それ以後Ｋ 1 子ども劇場の発展を支えていくことで、女性として

の確かな自立への道を歩き始めたことである。そして、その自立への道は、彼女と共にＫ 1 子ど

も劇場の活動を進める 3 人の子どもたちとの深い関わりの中にあったという点である 7）。

　その際、母親 A にとっては、一つの大きな困難があった。ジェンダー問題（性差別）を夫と

インフォ
ーマント

生の舞台鑑賞
舞台を鑑賞する背景

日時 題名 団体名 内容 主催・形式 年齢 子ども おとなの感想

B 2004.5 きかんしゃ
１４１４

人形劇
団クラ
ルテ

本物そっくりの２Ｍもある機関
車が舞台を走り回る大型人形劇
です。６１年間働き続けたきか
んしゃ １４１４が機関士の協力で
こっそり一晩だけ夜の旅に出か
けます。妹の病気を治す星の花
をさがす少年と出会い、その子
を乗せて花を探すため氷の原っ
ぱを突っ走ります。きかんしゃ
と人間との夢多き友情が感動を
呼びます。機関車の声は生でバ
リトン歌手が歌い語り、心に染
み入る作品となっています。

合同例会 Bの三男
（小１）

お父さん寝てたよ。
面白かったのに馬鹿
だね。

B 2006.1 ウメコがふ
たり

東京芸
術座

安藤美紀夫の原作をさねとうあ
きらが脚本にした、子どもたち
の戦記です。日中戦争たけなわ
のころの路地裏であほだといわ
れ悪ガキでべそに、いじめら
れ「学校ずる休みするようなや
つは、お国のためにならん国賊
や！」といわれ、そこにあやし
げな見知らぬ老人ウメコという
老婆が現れて、ひとりぼっちの
うめこと一緒に暮らし始める。
忘れられない「きのう」の出来
事を今の子どもたちに伝えま
す。

高学年例会
大感動して泣く。う
めこばあちゃんを心
配してた。

初めての高学年作
品。会場の雰囲気
とすばらしい作品
に 感 動 す る。Bの
三男が高学年の作
品を観られるか不
安だった。観る力
があることがすご
くうれしい。

Ａ
・
Ｂ

2007.2 銀河鉄道の
夜

人形劇
団クラ
ルテ

宮沢賢治の作品を人形劇で表現
しています。５名の役者でシン
プルな紙を使っての表現方法
は、想像力がどこまでも広がり、
体育館の天井に飛ぶ鳥の影を移
したり、観客のまわりに星座が
きらめいて会場に入ったとたん
に、宇宙空間のなかに入ったよ
うです。本当の友だちって？本
当の幸せって？人は死んだらど
こにいくの？主人公ジョバンニ
の悲しみや心の揺れをともに感
じる作品です。

高学年祭典

Bの三男
（ 小 ３）
Aの長男

（ 中 学 生
実 行 委
員）

なんとなくわかった。
また、みたい。

B 11
ティーンズ
アートフェ
スティバル

会員の
１３～１９
歳の子
どもた
ち

各劇場の子どもたちが自分たち
の表現したいものを半年かけて
取り組みます。虹ははじめての
参加でお手玉やジャグリングな
どを３人の中学生と高校生４人
で表現しました。ほかは、舞台
劇、時代劇、ダンス、タップな
どがありました。

高 学 年 祭
典・自主例
会

Bの三男
（小４）

K ２子ども劇場の４
人に感激する。でも、
アンダーソンが一番
好きらしい。自分は
でないという。

悩みながら取り組
んで最後までがん
ばれた４人ところ
が本番で成功。あ
れほど、どきどき
しながら感激した
のは初めて。

B 2008.11
森は生きて
いる

劇団仲
間

１９５９年の初演以来、年末年始を
初めとして４０年余り、仲間の代
表作品として上演されつづけて
いる舞台です。マルシャークの
１２の月の物語が原題で、音楽林
光をはじめとして、舞台装置、
衣装、美術など４０名のキャスト
で繰り広げられる詩情溢れる舞
台は、親子３世代にわたって日
本中の子どもたちを魅了し感動
を与えています。

例会 Bの三男
（小５） 夫が入会
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の関係に持っていたことである。

　ここでは、母親ＡがＫ 1 子ども劇場の中心メンバーとして参加していくことで、その自立への

歩みを獲得していった経緯を、分析的に紹介していく。

　それらは、大きく 3 つの点にまとめて説明できる。1 点目は、母親Ａが子ども劇場の運営委員

長になって出会う困難を乗り越えるなかで、自らリーダーとして自己形成していくことである。

　母親 A は、最初に子ども劇場に入会した鹿児島市から 50㎞のところにある市から、現在住ん

でいる市に、夫の転勤のため 38 歳で転居している。しかし、母親Ａら親子 4 人は、Ｋ 1 子ども

劇場に移るまで、2 年 9 か月、1 時間かけて以前住んでいた地域の子ども劇場の例会に通い続けた。

そして、長女が中学生になって長女の友人から、Ｋ 1 子ども劇場の高学年祭典を一緒に観ようと

誘われたのをきっかけに，41 歳で母親Ａら 4 人はＫ 1 子ども劇場に移った。

　そして 4 か月後、母親Ａは姉の知人のＫ 1 子ども劇場の運営委員であるＩさんに呼び出され、

Ｋ 1 子ども劇場の運営委員長をやってくれないかと言われる。母親Ａは、「運営委員長ってなん

ですか。」と聞くと、同席していたＫ 1 子ども劇場の事務局長であるＪさんに、「私が全部しゃべ

るから、Ａさんは横でウンウンとうなずいていたらいいのよ。」と言われ、「楽なポジションだっ

たらいいです。」と軽い気持ちで引き受ける。そして母親Ａにとって最初の運営委員長としての

困難に出会う。

　これまで母親Ａは、20 歳で短大卒業後、幼稚園教諭として 2 箇所の幼稚園で働き、25 歳で結

婚、専業主婦となっている。子ども劇場で何らかの役割を担った経験はなく、また専業主婦だっ

たために、社会参加や社会参画の経験はあまりなかった。単位の子ども劇場の運営委員長と事務

局長は毎月、市の連絡協議会（以下、「市連」）に出会しなければならない。母親Ａは、第 1 回市

連の会場に入ったときの重い空気と市連の役員らの鋭く感じられる目がこわくてこわくてたまら

ない。そして母親Ａは、運営委員長としての発言を求められても、Ｊさんに「これを言えばいい

から。」と教えてもらったことを言っているだけだった。自分が何か言ったときに向けられる役

員らの鋭い目に、「何か悪いことをいったかな。」と思ってしまう。自分に経験がない母親Ａは、

自分の発言に自信が持てない。そんな状態のために、母親Ａは毎月の市連の日になると登校拒否

の状態のようにお腹が痛くなるようになってしまう。また母親Ａは、運営委員長として初めてＫ

1 子ども劇場の冬のキャンプに参加する。母親Ａはそれまでに子ども劇場のキャンプの参加経験

はない。母親Ａはこれまで青年とふれあう体験や経験は乏しく、Ｋ 1 子ども劇場の青年らとも、

サークル会で顔を合わせていたが、青年らに上から見られているような気がして何もしゃべれな

い。

　しかし、これらの困難を母親 A は運営委員長としての取り組みの中で克服していく。冬のキャ

7）　 以下、Ｋ 1 子ども劇場の母Ａ、Ｋ 2 子ども劇場の母Ｂを取り上げるが、いずれも単位子ども劇場である。そこ
で、単位子ども劇場の一般的な組織と活動内容について理解するために、論文末に「資料 2．単位子ども劇場
Ｋ 1 の組織と活動」を紹介しておくこととする。
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ンプでは、最初何もしゃべれなかった母親Ａであるが、このキャンプで母親Ａは、青年Ｍや青年

Ｌに雪をぶつけられたり、雪に埋められたりする。母親Ａにとって、こんな風に青年らとじゃれ

あうような体験は初めてだった。母親Ａは、それがとても楽しかったと言っている。そして気が

ついたときは青年らと話ができるようになり、またそれが楽しい。キャンプに参画し、青年た

ちとも同じ体験をし、つながりを作れた。そして、この体験により母親Ａは、「子ども劇場って

なんか楽しいところかもしれない。」と思うようになったと言っている。そしてその半年後に母

親Ａは、再び 2 年目の運営委員長を引き受けている。母親Ａは「2 年目の運営委員長は降りよう

とは思わなかった。思い出すのは楽しいことばかりで、つらい事があっても、楽しい事が先だっ

た。みんなが大変な思いをしているのに、私だけ楽になることはできない。」と言っている。ま

た、母親 A は、「市連は、緊張と苦痛はとれた。J さんに聞かなくても自分の意見を言えるよう

になった。市連の中に顔見知りが増えて安心感が生まれた。」と言っている。母親 A は、1 年目

に K1 子ども劇場の活動に全部出たおかげで、2 年目は先が見えた。母親 A が運営委員長として

の困難を乗り越える中で、自分がこうしたいと考えられるようになり、運営委員長を担うことへ

の自信が生まれている。

　2 点目は、母親 A は子ども劇場の運営委員長を担い続ける中で、わが子たちの子ども劇場の活

動の中での成長そして自分が関わり続ける K1 子ども劇場の青年たちの姿を目の当たりにするこ

とで、リーダーとして子ども劇場を担い続ける自分もまた成長してきたことである。

　長男は中学生になり反抗期に入り、家では全く口をきかない状態になる。しかし長男はＫ 1 子

ども劇場の高学年部長であるＩさんやＪさんに、学校のこと、家族のこと、そして自分の本音を

なんでも話した。長男のほうでも、直接母親Ａに話すとショックを受けるような過激な気持ちで

も、ＩさんやＪさんに話すと、二人は母親Ａに言う必要のないことは話さないだろうし、話して

ほしいことはうまく話してくれるだろうという信頼が二人に対してあったと言っている。だか

ら、母親Ａは長男と直接話さなくても、長男の様子はＩさんやＪさんから聞けるし、危機感をお

ぼえなかった。また、長男は、Ｋ 1 子ども劇場の青年Ｌをキャンプなど活動を通して慕っており、

Ｌにも家や家族の不満やイライラをぶつけていた。同年代だと相談しても、共感はできても同じ

イライラを抱えているので、「不幸比べ」になってしまうと長男は言っているが、Ｌは年上で長

男の気持ちに共感してくれ、反抗期を経験してきているので、L に話すと長男はストレス発散に

なったという。母親Ａは、長男や自分のまわりの大人の存在や青年の存在が子ども劇場にあると

いうことが、長男の反抗期の危機を乗越えさせてくれたと思っている。長女は県外の短大に進学

していくときに「劇場ってありがたいこと山の如しです。・・・劇場が好きだから、苦しくても

みんなも一緒に頑張ってると思うと苦しいものも苦しくなくなる気がします。劇場は私の視野を

広げてくれました。・・話し合うとちょっと自分が大きくなれたような気がするのです。心が切

磋琢磨しあっている感じです。・・」と書いた。また、長男は青年ブロック長になり「サークル

会でみんなに会えること、そして話ができること、そしてそれをみんなが楽しみにしてくれてい
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ることがうれしい」と書いている。そして、母親Ａはそんな長男が、いろいろな人と楽しんだり、

苦しんだりとても生き生きして見える。また、二女はティーンズアートフェスティバルに出演し、

そのまとめ集の中で、「ティーンズは、私にとって“生きていくための道”です。・・人とのコ

ミュニケーションのとりかたとか、関わり方、なにより相手のことを考えるということが私は大

切だと思った。」と書いている。

　また、Ｋ 1 子ども劇場の 10 日間キャンプに運営委員長として初めて参加した母親Ａは、子育

てをしたことのない青年らが、子どもたちのことを考え、子どもの気持ちがわかるという姿に感

動し、そのひたむきさに涙が出たと述べている。

　そして母親Ａは 43 歳で 3 年目の運営委員長を引き受ける。その時の総会資料の中で、佐世保

の小学校 6 年生による殺人事件についてふれ、「自分たちのまわりにそういう事件を起こさせな

いためのひとつの活動として、子ども劇場の活動がある。子ども劇場の活動は仲間作りをし、自

主性・社会性を身につけ、子どもを見守る大人集団をつくり、つながっていくというすばらしい

活動だ」と述べている。運営委員長として困難を克服し、わが子や青年の成長を見てきた母親 A

が、社会で起こった事件を自分たちの問題としてとらえ、その解決のために自分の子ども劇場の

体験がその解決のヒントの一つになることを述べているが、それは母親Ａ自身の体験から出た確

かな自信が感じられ、彼女自身の成長もまたここで見てとれる。

　そして 3 点目に、夫婦のジェンダー問題にぶつかる中で、母親Ａと長女は、それぞれ子ども劇

場の課題を乗り越える中での成長によって、ジェンダー問題にも解決の糸口を探していこうとす

ることである。

　子ども劇場の担い手として成長してきた母親 A は、子ども劇場の運営委員長として取り組み

を進める中で、夫婦間のジェンダー問題にぶつかっている。その経緯は以下に記す。母親 A ら

親子 4 人は、子ども劇場の活動をそれぞれ例会、自主活動、サークル会と楽しみ、母親Ａは運

営委員長なので、夜夫が帰宅したときに不在ということもあり、夕食の準備が間に合わないこと

もあった。そんな時、青年サークル会が長引き、高校生の長女の帰宅が夜 11 時半になり、夫が

「今、何時だと思っているんだ。そんな遅くまでやるようなところはやめろ。」と怒り出し、母親

Ａとの間で言い争いが起きる。夫の怒りは、長女を子ども劇場の活動に巻きこんだと母親Ａにむ

かっていき、「劇場ばっかりしているから家は空け気味だし、ご飯を作っていない日もある。あ

りえない。」「この家を見てみろ。人が住んでいるような家じゃない。劇場と家とどっちが大事な

んだ。」と言われる。母親Ａは「両方とも大事だし、両方とも一番、どっちとつけられない。」と

言う。長女は、「私が作ったりするからいいじゃん」と言うが、夫は「それはお前の仕事じゃな

い、お母さんの仕事だ。それがちゃんとできないのだったら、もうやめてほしい。」と言う。こ

れまでの母親Ａだったら、夫に何も言い返せずに泣いてしまったが、この日は泣かなかった。母

親Ａは、「泣けない、ここで黙っていたら絶対後悔すると思った。」と言っている。これまでの運

営委員長としていろいろな課題を乗り越え、わが子のその中で成長する姿を実感できていた母親
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Ａは、子ども劇場の活動がわが子たちに必要だということを夫に話す。母親Ａは今までの自分と

違って「自分が言いたいこと、思っていることを言える自分ってすごい。輝いていると思った。」

と述べている。自分の運営委員長としての課題を乗越えてきた体験が自分の自信となり、自分の

考えとして表現できるという明らかに以前の自分との変化を認識している。また、母親 A と夫

が言い争っている 5 時間の間、長女はずっとそこに座っていて夫に対して、「お母さんが好きな

ことを奪わないで、なんでお母さんのやっていることを認めてあげないの。」と言った。この長

女の言葉で言い争いは終わった。しかし夫は「百歩譲って何も言わないんだ。本当はすぐにでも

やめてほしい。明日にでもやめてほしい。」と言った。ここでも長女は、子ども劇場の活動を経

験するなかで、親に対して自分の考えを自分の言葉で言うことができるという長女の成長が見て

取れ、それを母親Ａが実感できた場面である。

　夫との言い争い後、母親Ａは夜遅くなるときは夕食を作って手紙を添えて出かけるようになっ

た。また、夫は長女が短大を卒業して自宅に帰ってきてからは長女が食事を作っても文句を言わ

なくなった。そして、忙しいときのごみ出しや、自分の洗濯物を洗濯機に持っていくなど、先の

言い争い以前はやらなかったことをやるようになるなど変化は見られる。

　しかし、子ども劇場の活動については、二女がティーンズアートフェスティバルに出演するの

で夫に観に来るように長女が誘ったが、夫は「劇場はきらいだから行かない。」と来なかった。

まだ、夫の子ども劇場に対する理解はすすんでいるとは言えない。

　そして、このように子ども劇場のリーダーを担うことの困難を克服してきた母親Ａは、44 歳

になった時に、体調の悪いＪさんに代わり事務局長を引き受けている。それは、運営委員長とし

て取り組みの中でわが子や青年のリアルな成長の姿の発見を通して自らも課題を克服し成長して

きた。それらの体験が自信となっているからである。

　そして、子ども劇場の運営委員長を担うまで、社会参加、社会参画の経験があまりなかった母

親Ａだが、運営委員長 3 年目に、また、鹿児島医療生活協同組合の理事を担い、現在までその役

割を担い続けている。これもまた母親Ａの自立への歩みの一つと言えよう。

　以上のように、母親Ａは 3 人の子どもたちと共に女性としての自立への歩みを獲得している。

　しかし、彼女にとって、夫との間にあるジェンダー問題（性差別）の克服の課題は、大きな困

難として自覚されている。但し、先の整理にも示した通り、夫として、妻として双方が少なから

ぬ歩み寄りを進める努力を生み出していくことが、少しずつではあるが先々への見通しをうみだ

しつつあることは把握された。

5．わが子と共に探り出す自立への道（2）―母親Ｂの分析―

　母親Ｂは 45 歳。長男 22 歳、次男 19 歳、三男 12 歳。48 歳の夫と 5 人家族の専業主婦である。

Ｂは、38 歳で初めて子ども劇場に入会している。彼女にとっての転機は、39 歳のときに、Ｋ 2

子ども劇場の運営委員であるブロック長（4 小学校区に 1 人ずつ）に就任して子ども劇場の活動

を展開したことにあった。報告者集団が注目したのは、ごく普通の母親が、Ｋ 2 子ども劇場の担
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　　　　　表1　　Ｋ1子ども劇場　母Ａと子どもの生活史（1994.　4～現在）抜粋
Ａさん親子 1996.5 2003.5 2003.7 2003.12 2004.7 2005.秋 2006.6 2006夏 2007.6 2007.11 2009.11

Ｋ1子ど
も劇場活
動と家庭

母と子を
めぐる出
来事

祭典「三
人のひょ
うげもん」
に誘われ、
子ども三
人と観に
行く

運営委員
長になっ
てくれと
言われ軽
い気持ち
で引受け
る。

初めての
市連の会
議

（市連は試
練の始ま
り）

初めて冬
のキャン
プに参加
する

反抗期で
も、子供
の様子が
わかり、
家でぜん
ぜんしゃ
べらなく
ても、危
機感を覚
えなかっ
た。

Ａ家でバトル発生 事務局長
になる

第1回みな
み村

長男青年
ブロック
長になる

ティーン
ズアート
フェス
ティバル
二女出演、
長男実行
委員

ティーン
ズアート
フェス
ティバル
に二女出
演、長男
裏方

例会・祭
典・自主
活動　
注）

「三人の
ひょうげ
もん」

ティーン
ズアート
フェス
ティバル

Ｋ1子ど
も劇場の
運営

冬のキャ
ンプ

Ｋ1劇場最
高会員数
を達成

第1回Ｋ1
村

中学生4人
が出演

出会った
人たち

演じる役
者さん

Ｉさん、
Ｊさん

市連の会
長や事務
局長

青年Ｍ・
Ｌ Ｉさん

青年Ｌら6
人の指導
員

子ども

Ａの長女

子どもた
ちもよく
覚えてい
る。話も
覚えてい
るし、歌
も覚えて
いる。

強制的に
参加させ
られるが
楽しむ

「私にも関係あるか
ら寝れない。」と言っ
て、5時間ずっとそ
こに座っていた。「お
かんが好きなことを
奪わないでよ、なん
でおかんのやってい
ることを認めてあげ
ないの」って夫に言
う。

父に二女
が出演す
るので観
に来てく
れと誘う

Ａの長男

強制的に
参加させ
られるが
楽しむ

私が知ら
ないこと
もＩさん
にしゃ
べってい
る。

とても生
き生きし
ている。

実行委員
をする。
本番はみ
んな上達
していて、
感極まる。

青年ブ
ロック長
として裏
方で出演
者を支え
る

Ａの二女

強制的に
参加させ
られるが
楽しむ

初リーダー

ティーン
ズは、「生
きていく
ための道」
だと思う。

母Ａ

汗は飛ん
でくるは、
つばは飛
んでくる。
こんな舞
台って初
めて観た
とすごく
感動する。
子どもた
ちも観る
のが好き
なんだな
あとそこ
で思った。

運営委員
長をやっ
てくれと
いわれて、
Ｊさんに

「わたしが
全部しゃ
べるから、
Ａさんは
横でウン、
ウンっ
て、全部
わたしが
しゃべる
から。」と
言われて、
わけもわ
からず引
き受ける。
本当に軽
い気持ち
で引き受
ける。

市連の役
員の人た
ちの視線
がこわい。
Ｊが「大
丈夫、こ
れを言え
ばいいか
ら。」とい
ろいろ教
えてくれ
る。市連
の日は、
登校拒否
のように
お腹が痛
くなる。

ＭとかＬ
に雪を
バーンと
ぶつけら
れて、雪
に埋めら
れて、気
がついた
とときに
は、青年
たちと結
構話がで
きるよう
になって
たし、「あ
あ、なん
か楽しい
かもしれ
ない。子
ども劇
場って楽
しいとこ
ろかもし
れない。」

反抗期で
も、子供
の様子
がわか
り、危機
感を覚え
なかっ
た。ぜん
ぜん悩ま
なかった。
私以外に
しゃべる
大人がい
たという
のはすご
くよかっ
たと思う。

長女がサークル会か
ら帰りが遅くなり、
11時30分に帰ってき
た。夫が「今何時だ
と思っているんだ」
とバトルになる。夫
は、「劇場とうちと
どっちが大事なん
だ。」と言う。いま
までの私だったら、
夫からいろいろいわ
れたら、何も言えな
くて、泣く人だった
のだが、ここで黙っ
ていたら絶対後悔す
ると思って、ワーッ
と自分が言いたいこ
とや思っていること
をすごい勢いで言っ
た。言える私って輝
いてるわと思った。

今まで事
務局長
だったＪ
が体調を
崩したの
で、事務
局長を引
き受ける。
地域に根
ざす劇場
運動を青
年たちと
ともに広
げていき
たいと思
う。

青年たち
の姿に、
この人た
ちなんだ
ろう、す
ごい人た
ちだ、子
育てをし
たことも
ないのに、
なんで、
子供の心
がわかる
のだろう、
とすごく
そこの感
動して、
青年たち
に、あり
がとう、
あなたた
ちの姿に
感動しま
した。」と
それだけ
をいった。

子どもた
ちのまば
ゆいばか
りの輝き
に感動す
る。二女
ら4人の中
学生がこ
れまでの
長い付き
合いのつ
ながりを
土台にし
て、お互
い尊重仕
合ながら、
意見を出
しあって
創り上げ
ていく姿
に、大き
な宝物を
子どもた
ちの心の
中に持っ
たと思う。

二女が出
演するし、
劇場に触
れるいい
機会だと
思い、長
女から
ティーン
ズフェス
ティバル
に夫を
誘っても
らう。

夫

「百歩譲って何も言
わないんだ。本当は
劇場をすぐにでもや
めてほしい。明日に
でもやめてほしい。」

「劇場は
きらい。」
と言って
見に来な
かった。

注）例会・祭典は、演劇、人形劇、コンサート等である。例会は会員のみの定期的な鑑賞活動であり、祭典は、会員が中心となり地域に広げるため誰でも鑑賞できる
子どもの文化による地域づくりの活動である。自主活動は、“あそび会”とキャンプ等である。
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い手となり、取り組みの困難を一つずつ乗り越えていくことでリーダーとしての資質を高めなが

ら、自立への道を歩き始めたことである。そしてその自立への道は、彼女と共にＫ 2 子ども劇場

の活動を進める三男との深い関わりの中にあったという点である。また、母親Ｂには一つの困難

があった。それは夫との間にジェンダー問題（性差別）を持っていたことである。

　わが子を成長させる子ども劇場　これを分析的に紹介していこう。母親 B をＫ 2 子ども劇場

の会員とし、後にはリーダーにまでなる方向を導いたものは、子ども劇場に共に参加した三男の

豊かな感性の発見であり、一方では、子ども劇場の自主活動で子どもたちと共に参加できずに躊

躇している弱さの発見であった。豊かさはさらに伸ばしてあげたいと考えたし、人間関係づくり

における弱点は克服させてあげたいと考えたのである。

　三男と初めて観た演劇は「なんなんなんでマン」であったが、その時の「食いつくようにして

観ていた三男の目が忘れられない」という。それは何にでも興味を持ち聴きたがる「なんでマン」

が、不思議博士に会い、夢を食べてしまう悪い怪獣を退治する冒険旅行、痛快で荒唐無稽な大活

劇である。多くの子どもたちは、その痛快に展開する冒険や主人公の正義感に共感している。高

学年向け作品の『うめこがふたり』は、戦争のいきさつから人の命や平和の尊さを考えさせる作

品であるが、小学校 1 年の三男はうめこばあちゃんに深く共感して泣いていたという。それは鋭

い感性で作品内容に共感することのできる三男の感性の豊かさを示している。母親はその息子の

感性の豊かさを感動的に発見している。三男は、「また観たい、いつあるの、いつあるの、」と問

いかけ、観劇の機会を心待ちにするようになったという。ならば何度でも見せてあげようと思っ

たのである。

　こうした息子の鋭い感性の発見は、母親ＢがＫ 1 子ども劇場に参加しリーダーとしてその担い

手になっていった大きな要因になっている。

　三男の人間関係づくりにおける弱点は、母親Ｂには次のように見えている。ある時「光る泥だ

んごづくり」の“遊び会”に初めて参加している。そこで母親は予想外に面白いだんごづくりを

経験している。しかし三男の方はうまく作れずにへこんでしまう。他の子どもたちとも馴染めず

に面白くなかった様子であると。また、大人から青年、子供まで多様な世代の仲間が集って遊ぶ

「わくわくワンダーランド」では、ビニール袋に水を詰めて作る水爆弾遊びに参加することがで

きずに傍で見ているだけの三男である。6 年生になって初リーダーとなったキャンプでは、火焚

きができずにへこんでいる三男がいる。これらの体験は、母親に息子の弱点として認識されてい

る。他者との関係に躊躇せずに自主活動を楽しむ三男に成長させてやりたいと思ったのである。

子ども劇場は、母親 B に、そうした成長を保障できる場として受け止められたのである。

　子ども劇場活動の困難を乗り越えて成長する母、そしてわが子　母親Ｂが子ども劇場の担い手

としていろいろな困難に出会う中で、リーダーを担いきることが出来たのは、三男と自分の変化

との連鎖の発見があったことである。

　ブロック長を引き受けた母親 B は、初めての運営委員会の中で話されている内容の意味がわ
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からず、とんでもないものを引き受けたととても後悔する。また、もともと大嫌いなキャンプに

初めて参加するも、細かいきまりがたくさんあって、「なんじゃこのキャンプ」と二度と行きた

くないと思う。それでも次年度には低学年部長を引き受けるが、体調を崩してしまう。体調が悪

いのに事務局長をしてくれないかと打診され、再びしぶしぶブロック長を引き受ける。そしてそ

の 1 年後には運営委員長を引き受けるのである。このときの事務局長は、自分が前年度事務局長

を断ったため事務局長になったＱであった。Ｑは幼稚園に入ったばかりの子どもがいるのに、泣

きながら一生懸命やっている姿を母親Ｂは運営委員としてこれまで見てきた。彼女を助けてあげ

ないとだめかなと思う。しかし、運営委員長となって行った市連は試練の場となる。母親Ｂは事

務局長であるＱにもまったくフォローしてもらえず、不安がいっぱいになる。Ｋ 2 子ども劇場を

どうしたらいいかとか考えられず、Ｑとも何を話したらいいかわからず、信頼関係も築けなかっ

た。しかし、母親Ｂは、Ｑと泣きながらお互いの気持ちを吐き出す。Ｑも何をどうしたらいいの

かわからず、不安の中にいたことがわかりＱと少し歩み寄れた。また、前運営委員長と前事務局

長にも話を聞いてもらったことで、こうしたらいいのだということが少しずつ見えてきた。母親

Ｂは「目の前にやってくることに精一杯でわからないなら、とりあえずやってみよう、行ってみ

ようと思った。」と言っている。

　ここではさらに、母親Ｂが運営委員として子ども劇場のリーダーを担い続ける中での母親Ｂと

三男の変化の連鎖をみていきたい。

　母親Ｂは、大きらいなキャンプに再び三男と参加する。このキャンプは大雨のキャンプとなっ

てしまう。母親Ｂは、大雨の中、草ソリ遊びを考え、それをやってのける中高生らの力を目の当

たりにする。子ども劇場は、普段できないこと、思いもつかないことをやるところなんだなと思

う。そしてその活動を自分が支えていることに感動する。そしてその中の高校生指導員のＲや中

学生Ｓの頑張りにあこがれの目を向ける三男、来年のキャンプも行きたいと言う。母親Ｂが支え

ている活動の中で、母親Ｂもそこでの中高生の姿に感動し、また三男もその中高生に「かっこい

い」とあこがれの目をむけている。ティーンズアートフェスティバルの取り組みでは、母親 B は、

出演する 4 人の中学生の練習に必ず行くようにした。その子たちが活動しやすいように場所を

とってあげて一生懸命知恵を出して練習を支えた。母親 B はただそこにいるだけで、何も言わ

ないし、何もしない、ただその子たちに寄り添うだけだった。ティーンズアートフェスティバル

の本番、悩みながらも本当に苦しんで練習してきた 4 人の子どもたちが、今まで成功しなかった

ところを成功させる。このとき、母親Bは初めて自分の子どもじゃない他人の子を心配したり思っ

たり、心を寄せる経験をする。自分が支え続けた子どもたちの姿に感動する。母親Ｂは、子ども

劇場をやめないで、運営委員長として子ども劇場のリーダーをやめないでいたからこそ、この感

動を経験できたといっている。また、三男はいつも母親 B と 4 人の練習を見続けてきた。4 人の

中高生の姿を「かっこいい」という。そしてそんな三男の姿を見て、母親 B は三男もいつかこ

の舞台に立って欲しいと思う。これらの母親 B と三男の経験は、三男のこうなりたいという目
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標である「意味ある他者」（紫野晶山）の獲得につながっている。

　夫との対立とその克服　そして 3 点目は、母親 B が三男の課題を克服するために子ども劇場

の担い手として自己形成し、その姿が夫とのジェンダー問題の解決の糸口になることである。母

親Ｂは子ども劇場のリーダーを担うまでは、家のことや子どものことばかりをやっていたのに、

子ども劇場のリーダーを担うようになってからは、朝出ていったきり帰宅は夜ということも多く、

家の中はぐちゃぐちゃ、我が家はホコリ屋敷になる。また、初めてのティーンズアートフェス

ティバルの取り組みのときはしょっちゅう家を空けるので、夫が怒りまくる。「なんで夜そんな

に出ていくのだ。うちの子は家に置いておいて。」と言われる。また、夫が口をきいてくれない

ときもあった。しかし母親Ｂは、子ども劇場の取り組みの中で、子ども劇場の中高生の活動を自

ら支え、その姿を見た三男はその中に「意味ある他者」である目標を獲得してきたこと。三男は

まだ小学生だけれども、いずれは中高生になる。そのときこれまで自分が支えてきた中高生のよ

うな活動をしてもらいたいこと、そして自分がＫ 2 子ども劇場の取り組みの中で支えてきた子ど

もたちの活動する姿を見るたびに、その姿とそれを目の当たりにしたときの喜びを夫に話してい

くようになった。母親Ｂは自分の子ではないＫ 2 子ども劇場の子どもに関わることで、その子の

お母さんにはわからない成長を自分が見せてもらっている。そしてそれをその子のお母さんに伝

えられる。また、自分以外のＫ 2 子ども劇場のお母さんたちにも、三男のいいところも悪いとこ

ろも、自分が気づかないところを教えてもらいたい。また、ティーンズアートフェスティバルに

出演した中学生の姿を見て、三男にも同じ体験をさせたい。母親Ｂはだから自分はそういう子ど

も劇場の活動を創るところにいたいのだという話を夫にする。そして三男が小学校高学年になる

につれ、夫の態度が変わってきた。母親Ｂは、ただ遊びに行っているわけではないということは

わかってもらえたと思うと言っている。夫はホコリ屋敷の家に掃除機をかけるようになった。そ

して昨年、母親Ｂは夫に会員になって三男と劇を観てもらいたいと思い、自分の運営委員長とし

ての仕事の内容も話した。夫はＫ 2 子ども劇場に入会して、三男と高学年の例会を観て楽しむよ

うになっている。母親Ｂが三男の課題を克服するために子ども劇場の担い手として努力していく

姿に夫が共感したのである。

　このように、母親 B は、三男の課題を克服する子育ての環境を獲得するために劇場の担い手

として自らの困難をも克服し自己形成し、夫婦のジェンダー問題の解決の糸口も見つけ出してい

る。
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　　　　　表2　　Ｋ2子ども劇場　母Ｂと子どもの生活史（2003.3 ～現在）抜粋
Ｂさん親子 2003.3 2003.1 2003.1 2005 2004.9 2004.1 2006.1 2006.7 2006.7 2006.7 2008 2008 2007.7 2007.7 2007.11 2007.1 2009 10月 2008.11 2009.7

Ｋ 2 子
ども劇
場活動

母と子
をめぐ
る出来
事

初めて
三男と
劇を観
る

泥だん
ごの遊
び会で
入会

初めて
の例会

ブロッ
ク長引
き受け
る

初めて
の運営
委員会
に出る

始めて
の拡大

高学年
例会を
三男と
観る

事務局
長を打
診され
る

しぶし
ぶ ブ
ロック
長を引
き受け
る

大雨の
夏 の
キャン
プ

運営委
員長に
なる

市連は
試練

Ｑさん
と泣き
ながら
お互い
の気持
ちを吐
き出す

夜の集まり
に夫が怒る

ティー
ン ズ
アート
フェス
ティバ
ル

我が家
はほこ
り屋敷
夫が掃
除機を
かける

キャン
プで三
男 初
リ ー
ダー

わくわ
くワン
ダーラ
ンド

夫が入
会

再び運
営委員
長を引
き受け
る

例 会・
祭 典・
自主活
動

祭 典
「 な ん
なんな
んでマ
ン」

「Ｍｒ.
Ｚｏｏ」

「 チ ョ
モチョ
モ」

「 う め
こがふ
たり」

「 龍 の
子 太
郎」

「 森 は
生きて
いる」

Ｋ 2 子
ども劇
場の運
営

ブロッ
ク長引
き受け
る

初めて
の運営
委員会

夏 の
キャン
プ

定期総
会

ティー
ンズ初
出演

拡 大
「 龍 の
子 太
郎」

夏 の
キャン
プ

拡 大
「 森 は
生きて
いる」

定期総
会

出会っ
た人た
ち

市連の
人たち

Ｐさん
Ｎさん
Ｑさん

Ｒ君や
Ｓ君

前事務
局長と
Ｑさん

Ｑ
Ｒ君た
ち出演
し た4
人

青年Ｕ君

子 三男

三男自
身が食
いつく
ように
して観
ていた
あの目

「また
観た
い。い
つある
の、い
つある
の。」

泥だん
ごは、
うまく
作れな
くてへ
こむ。
他の子
どもに
も馴染
めない
のでお
もしろ
くな
かった
様子

目を潤
ま せ
な が
ら「お
父さん
死 ん
じゃっ
てたん
だね。」

予想を
はるか
に上回
る 反
応、す
ごく感
動して
泣 く。
うめこ
ば あ
ちゃん
どうし
たのだ
ろう。

Ｒ君Ｓ
君の頑
張りを
見 て、
いつも
の二人
と違う
魅力を
見つけ
る。あ
こがれ
の目

いつも
一緒に
いるＲ
君たち
4人 が
かっこ
いい！
と感激
する。

火焚き
もなに
もでき
なくて
へ こ
む。弱
音もは
け な
い。

水爆弾
に参加
せ ず。
ギター
を弾く
Ｕ君を

「 か っ
こ い
い！」

母Ｂ

こんな
にお芝
居って
楽しい
んだな
あ。

三男が
これだ
け観た
い と
いって
いるん
だった
ら、見
てみよ
う か
な。泥
だ ん
ご は、
すっご
く楽し
か っ
た。自
分も童
心にか
え っ
た。

この子
わかっ
てるん
だなあ
とすご
く嬉し
い。子
どもの
お芝居
だ と
思って
い た
が、作
品の質
に 驚
く。

学校の
役員ぐ
らいだ
ろうと
いう軽
い気持
ちで引
き受け
た。

固 ま
る。話
の意味
がわか
ら な
い。と
んでも
ないも
のを引
き受け
たなあ
とすご
く後悔
す る。
わから
ないま
ま運営
委員を
続 け
る。

いろん
な人に
声をか
け る。
やり方
がよく
ないと
言 わ
れ、へ
こ む
が、あ
まり気
にして
いない
自分を
見 つ
け る。
私って
結構強
いんだ
と 思
う。

三男は
1年 生
なので
観れな
い と
思って
た が、
感動し
て泣い
ている
のを見
て 、 1
年生で
も高学
年の劇
を観れ
ること
に感動
する。
行って
よかっ
たと思
う。

体調が
悪くて
劇場は
退きた
い と
思って
いたの
に、事
務局長
の打診
が あ
り、「事
務局長
だけは
できな
い 。」
と 断
る。

三男の
ために
やっぱ
り劇場
はやめ
られな
いと思
う。他
のお母
さんた
ちに三
男を見
てて欲
しい。

劇 場
は、普
段でき
ないこ
と、思
いもつ
かない
ことを
やると
ころだ
と 思
う。中
学 生・
高校生
の力っ
てすご
いなあ
と 思
う。

Ｑが幼
児のわ
が子を
連れて
泣きな
がら一
生懸命
事務局
長 を
やって
いる姿
を見て
た の
で、彼
女を助
けてあ
げ て、
やらな
いとダ
メなの
かなと
思う。

胃 が
痛 い。
フ ォ
ローし
てもら
えない
不安が
いっぱ
い。劇
場をど
うした
いとか
考えら
れ な
い。Ｑ
さんと
何 を
し ゃ
べって
いいの
かもわ
からな
い。

何をど
うした
らいい
かわか
らない
と二人
でワン
ワン泣
きなが
ら話を
し て、
お互い
の気持
ち を
言って
こうし
たらい
いんだ
という
ことが
少し見
え て、
お互い
が少し
歩み寄
れた。

しょっちゅ
う家を夜空
け る の で、
夫が怒りま
くって、「な
んで夜そん
なに出て行
くんだ。う
ちの子は家
に置いてお
い て。」 と
言 わ れ た。
三男はまだ
4年 生 だ け
ど、 い ず
れは中学生
高校生にな
る。そのと
きにこの子
たちみたい
な活動をし
てもらいた
いと思いや
三男がこう
なってほし
いという話
だけじゃな
くて、いろ
ん な 子 の
話 を 夫 に
した。そこ
でわかって
もらえたか
なと思うた
だ、へらへ
ら 遊 び に
行っている
わけではな
いんだとい
う の は わ
かってもら
え た と 思
う。

大感動
の ス
テ ー
ジ。劇
場をや
めない
で運営
をやめ
ないで
いたか
らこの
経験が
で き
た。初
めて自
分の子
じゃな
い他人
の子に
これだ
け心配
したり
とか気
持ちが
寄せら
れた。

責任あ
る立場
の初め
ての拡
大。食
事もの
どを通
らない
我が家
はほこ
り 屋
敷。

子ども
たちが
我慢し
て、き
れいに
そつな
く 終
わった
なんか
つまら
な い
キャン
プ

水爆弾
に参加
してい
ない三
男に驚
く。こ
のまま
じゃダ
メだと
思う。

夫に会
員 に
なって
三男と
観ても
らいた
いと話
す。自
分の運
営委員
長とし
ての仕
事の内
容 も
ちゃん
と 話
す。

青年の
自分た
ちの役
割を理
解 し、
自らも
楽しみ
ながら
子ども
に寄り
添って
いる姿
に、大
人もと
もに考
え支え
あいな
がら仲
間づく
りをし
たいと
思 う。
劇 場
は、親
子で育
ちあう
ところ
だと思
う

夫
わかっても
らえたかな
と思う

掃除機
をかけ
るよう
に な
る。

入会す
る

注)例会・祭典は、演劇、人形劇、コンサート等である。自主活動は“あそび会”とキャンプ等である。
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結語

1）子ども劇場を担う二人のリーダーが獲得している世界

　ごく普通の母親が、子どもと共に子ども劇場の舞台芸術に出会い、目の前で展開される、まさ

に唾が飛んでくるほどの間近かさの舞台（子ども劇場ではそれを「生の演劇」と言っている）に

感動して、子ども劇場との関わりを始めている。その劇場の担い手になってこれを支えていこう

とする時、民間の地域子ども文化運動としての特徴を持つ取り組みは、一筋縄では進めていくこ

とのできない難しい課題に直面する。それは、地域に豊かな文化を育むことの、新たなものを創

造することの、そのために人々の共同の関係を築き上げることの難しさである。

　しかしこの報告で明らかになったように、二人のインフォーマントは、その困難をいくつかの

感動と、人と人の豊かな共同の関係を紡ぎだすことで乗り越えている。この母親たちが獲得して

いる世界はいかなるものであろうか（ここではそれを生活史研究の、「生活世界」を意識した用

語として「世界」としている）。

2）子どもの豊かさを発見する母親たち

　第 1 に、子ども劇場の取り組みのなかで、わが子の持つ可能性と豊かさを発見していることで

ある。Ｂの三男が、舞台芸術の魅力に取りつかれるかのように、愛着を持った経緯にその典型が

ある。

　第 2 に、舞台芸術の持つ可能性は（報告者集団はそれを驚きのなかで発見したのであるが）、

Ａの長男に典型的に示されていた。5 歳の時に観た舞台の展開を、18 歳の彼が詳細に説明したこ

とであった。彼にとって、舞台への愛着は、その主人公の生きざまへの共感と共にあった。大人

への入り口に在る彼は、舞台との出会いを、そこで感じたものを表現する力量がついたと語って

いる。なるほど、そのことの意味を把握し、思考し、判断して、自分なりの見解を持つ。それを

他者に語ることができる。その力が、舞台に感動し、その世界を自らの心の中に創造し、その世

界を練り上げながら、舞台の主人公に共感していくことを可能にしている。そのようなことなの

だと考えさせられたのであった。物事を認識する能力とは、学校における授業によって、知識の

体系を身につけることによってのみ可能となると考えていたが、このような経験を伴ってこそそ

れは本物になるということではないのかと考えさせられたのである。

　第 3 に、Ａ、Ｂ双方に共通していたことであるが、単位の子ども劇場のリーダーとして自主活

動（「お遊び会」や「キャンプ」等）に取り組んでいく際に、その指導を担当している青年、高校生、

中学生のリーダーとの心あたたまる経験をしていることである。はじめは受け入れてもらえない

かのように感じ、疎外感を持っているが、雪にうずもれさせられる経験をしたＡに示されるよう

に、感動的に彼らとの出会いを受け止めているのである。そしてその経験は、青年、高校生、中

学生のリーダーの持つ力量の発見に繋がっている。Ｂが嫌いだったキャンプを導かなければなら

なくなった際に、しかし大雨で企画が台無しになろうとしたが、若者の機転で「大雨のなかの草

ソリ」遊びを考案することでこれを切り抜けた経緯にそれが典型的に示されている。ティーンズ
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アートフェスティバルで活躍するお兄ちゃんを羨望の眼差しで見つめていたＢの三男の経緯があ

るが、青年、子どもたちが自らの力量を大きく乗り越える力を発揮しながら思いを表現している

ところに多くの人々が感動し、その感動が、演じた彼らを感動させている。若者が光り輝きなが

ら成長していくひとこまである。

　第 4 に、そのように説明できる子どもや青年の表現力の豊かさに出会う子ども劇場の世界であ

る。

3）困難を乗り越えることで獲得される力量

　では、続けて「困難を乗り越えることで生み出される力量」という視点から、この母親たちが

獲得している世界を検討してみよう。それは大きく 2 つある。

　1 つは、子ども劇場の運営委員、委員長、そして事務局長などとしてその運営を担っていこう

とした時、自らの主体性や生き方、人間的な力量が問われることである。例会や祭典での舞台を

経営しようとすれば、まずはその財政を担うことから始まって 、相当大きな重みを背負うこと

は、容易に想像できる。それ故に、12 の子ども劇場をネットワークする組織での会議（「市連」）

では、正確な説明と厳しい決断や判断を求められよう。それをインフォーマントＡ、Ｂは、「市

連は試練」と語って笑っていたが、その明け透けな大らかさが子ども劇場のリーダーの特徴でも

ある。筆者小林の印象では、彼女等は、しばしば大声で笑う、心の底から大声で笑う。そのよう

に笑う姿を最近あまり見なくなった。屈託のないおおらかさ。そんな心意気を持つ彼女等のエー

トスは、Ｂが語っていたように、単位の子ども劇場の、その人間関係のぎこちない 2，3 人のリー

ダーたちが、結局はとことん語り合うことで、強い絆を生み出していく経緯に秘密があった。課

題の重みは、強い絆をつくることなしには乗り越えることができない。その母親どうしの絆を生

み出すものは、子ども劇場に生まれるわが子とわが子に連なる地域の子どもたちの光るような可

能性の発見であり、その人間的な力への確信である。

　ここに、母親どうしの共同、母親どうしと子ども・青年どうしの共同、そして母親とわが子と

の新しい共同が生み出されている。それは、家庭と地域で共に生きる新しい関係の創造なのだと

いいたい。

　2 つは、以上のような経緯に共感できない夫との間に生まれる困難である。大方において夫は

以上のような経緯を知らない。そして母親もその豊かな経験を夫に語っていない。しかし、Ａも

Ｂも子ども劇場のリーダーとしてその取り組みに大きな確信を持ち始めている。ならば、夫婦は

これからいかなる関係を築き上げていけばいいのか。そのことが切実に問われるのである。その

困難は、まず子育てにおける母親の「孤立」として見えて来る。夫にしても、「こんなはずでは

なかった」と思うであろう。専業主婦である妻が、自分の世話をできない状況にある。それはな

んでもやってもらえた男としては、苦痛であろう。家庭における夫の「孤立」である。関係の冷

えた親をみる子どもたちの心もまた「孤立」している。このように、子ども劇場のリーダーを担

えば担うほど家庭の構成メンバーの関係が孤立化してしまうのかもしれない。
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　感動的なのは、ＡもＢも、この関係を乗り越える筋道のなかで今日を迎えていたことである。

すでに詳細な説明をした通り、二人の夫たちは、家庭の中での激しいやりとりを繰り返した後

に、相互に歩み寄る努力をしている。その際、けなげなのは夫である。Ａに典型的なように、「か

わいい長女」もまた子ども劇場の取り組みを担う母の生き方を支持し自分に迫ってきた。そこで

自らが問われたものは、家庭のなかにあって、人間としての自立した姿をいかに生み出すかであ

る。夫婦間にあるジェンダー問題は、このように重たい課題となり、その経緯のなかでは二人の

関係が危ない状態にもなるかもしれない。しかしこのインフォーマントＡ、Ｂに典型的に示され

るように、豊かな出会いと感動を持つ女性の生き方は、ゆるぎない確信を生み、ジェンダー問題

を抱える夫をも変えていく力量を生み出しつつあるのである。

4）わが子と共に探り出す自立への道

　子ども劇場を担う二人のリーダーが獲得している世界を、「子どもの豊かさを発見する母親た

ち」、「困難を乗り越えることで獲得される力量」という視点から整理した。

　ＡもＢも、子ども劇場の担い手になることで、地域の母親どうし、子ども・青年どうし、そし

て母親とわが子との新しい共同関係をうみだしている。それはさらに、母親とわが子と夫との新

しい共同を生み出す力にもなりつつあると捉えることができる。

　ここでは、子ども劇場の担い手になったところから今日までの限られた時間の範囲を生活史研

究の手法を用いて分析してきたが、そこに明らかとなったものは、子育て期後半にある母親とし

ての日本女性の自立を探り出す歩みであり、一女性の、地道で力強い自立への筋道であった。イ

ンフォーマントＡ、Ｂにあっては、その筋道とは、わが子と夫と共に思考錯誤しながら歩く生活

のなかにあり、自分とわが子とが地域のなかで地域に働きかけつつ生きる筋道の中にこそ形成さ

れるものであることが明らかである。

資料2，単位子ども劇場Ｋ1の組織と活動

1．目的

　Ｋ 1 子ども劇場は、鹿児島市のＪ地区に在住の児童文化を愛好する子ども大人の自主的な会で

あり、事務局を鹿児島市Ｂにおいている。その目的として規約には、

　「この会は、子どものために優れた芸術を鑑賞し、地域の子どもたちの文化の創造・発展に努

力します。それを通して子どもたちの感性・友情・自主性を育み、健全な成長をはかります。」

とある。

2．Ｋ 1 子ども劇場の組織

　Ｋ 1 子ども劇場は、Ａブロック、Ｂブロック、Ｃブロック、Ｄブロック、Ｅブロックとそれぞ

れ小学校区ごとにブロックわけがされ、合計 5 ブロックで構成されている。それぞれのブロック
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別の会員数は、Ａ 57 名、Ｂ 102 名、Ｃ 101 名、Ｄ 91 名、Ｅ 65 名であり、合計 416 人である。（2009

年 6 月 14 日現在）

　組織としては、会の長として運営委員長があり、会計や例会の実務を担当する事務局長、そし

て運営委員として、乳幼児（0 歳から 3 歳）の活動を担う乳幼児部長、低学年（4 歳から小学校

3 年生くらい）の活動を担う低学年部長、高学年（小学校 4 年生くらいから中学 3 年生）の活動

を担う高学年部長、高校生から青年の活動を担う青年ブロック長、そして地域で開催する芸術祭

典の準備を担う祭典部長がいる。青年ブロック長は、会員の青年が担うが、運営委員は会員であ

る親が担っている。

　また、ブロックは、サークルと呼ばれる会に分けられ、会員同士つながりがある親子の、また

は住んでいる地域のサークルに所属し、サークルの中にブロック会に参加しサークル会を定期的

に開くサークル委員と、サークルをまとめるサークル長を一人ずつ置いている。また、乳幼児部

は乳幼児サークル、高校生・青年は青年サークルがそれぞれある。

　ブロック会は各ブロック別に月に一度くらいの割合で開催され、これからある例会の情報や、

自主活動の情報、それぞれの会員の様子や地域の様子などが話される。

　また、サークル会は、各サークルごとにやはり月一回くらいの割合で開かれ、ブロック会で話

された内容の伝達のほか、これからの活動内容の確認、各会員の様子や学校の様子、地域の話題、

そしてそれぞれの子育ての悩みまで、いろいろなことが話される場となっている。サークル会の

開催率は、乳幼児サークル 100％、低学年サークル 94％、高学年サークル 70％である（2009 年

5 月）。

3．活動内容

　Ｋ 1 子ども劇場は、今期（2008 年度）すべての子どもたちが平和で心豊かな生活を築く人間

として成長できるように、地域に根ざした豊かな活動をつくり、子どもも大人も育ちあえる取り

組みを目指して活動してきた。それぞれの活動内容を見ていく。

　1）　乳幼児部の活動内容

　　①サポーター講座を生かした会員主体の遊び会

　　　 　鹿児島県子ども劇場連絡協議会では、乳幼児部の会員や子ども劇場の担い手の単位劇場

の運営委員を対象に、サポーター講座を開催している。その講座で学んだわらべ歌遊びな

どの遊び会をサークル会、遊び会で行った。また、遊び会としては、会員みんなで協力し

て準備するなどして絵本の読み聞かせなど月一回行っている。

　　　 　各月に開催された遊び会の内容は、6 月カラーセラピー、7 月七夕作り、9 月ぶどう狩

り、10 月幼児安全法講座、11 月リズム体操、12 月クリスマス会、1 月凧作り、2 月豆まき、

3 月いちご狩り、お花見・シャボン玉遊び、5 月こいのぼり作りである。

　　②乳幼児例会
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　　　・9 月むじょか劇場「いないいないばあ」

　　　　 　今年から始まった認定サポーターによる例会。日頃見覚えのある会員さんが役者さん

になっている！という感動もあり、わらべ歌で構成された例会だったので、ゆったりす

るやわらかい雰囲気につつまれてた例会だった。

　　　・12 月風の子九州「ぴーかーぶー」

　　　　 　円形の舞台をぐるりと取り巻いて鑑賞する例会。わらべ歌、布あそび、劇遊びで構成

され、心のゆりかごを見えるようにした作品。乳児から幼児、お母さんたちがゆっくり

くつろぎ、優しい笑顔になる作品だった。

　　　・2 月劇団クラルテ「モンモとバンボはいつも一緒」「ポッケのワンピース」

　　　　 　二本立ての人形劇。子どもたちはかくれんぼする人形やポケットに次々入っていく動

物たちに目を輝かせた。

　2）　低学年部の活動内容

　　①自主活動（低学年部またはブロックごとに開催）

　　　・7 月お友だちキャンプ

　　　　 　6 月にキャンプの説明会を開き、キャンプまでの取り組みとして指導員を含めた話し

合いを開き、一泊二日のキャンプを宮川野外活動センターで行った。

　　　・8 月川遊び、デイキャンプ

　　　　　岩屋公園に川遊びに行き、錦江湾公園ではデイキャンプを行った。

　　　・9 月三宅美術館見学（地域にある美術館見学を行った。）

　　　・10 月布染め遊び会　11 月パン作り遊び会　12 月お楽しみ会

　　　　 　例会「森は生きている」で入会してくれた新会員のために劇場を知ってもらおうとい

う意図で企画した。読み聞かせ、リクエストお絵かき、バルーンアート、ピアノの連弾、

リコーダー演奏、歌やダンス、剣道の素振りなどバラエティーに富んだ内容で楽しい時

間だった。

　　　・各例会の後の合評会

　　　　 　ブロック別に、例会を観た後に合評会を開催した。合評会を開くことによって、子ど

もたちは自分の意見を言えるようになっていく。

　　②低学年例会

　　　　それぞれ例会の前には事前学習会、ワークショップ、例会のための遊び会などがある。

　　　　7 月「たかはしべんコンサート」　9 月劇団うりんこ「星のまつり」

　　　　11 月劇団仲間「森は生きている」　2 月日本音楽研究所「海賊ラティーナ参上」

　　　　5 月劇団プーク「すてきな 3 人組」

　3）　高学年の活動内容

　　①自主活動
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　　　 　Ｋ 1 子ども劇場の分割を視野に入れた子ども集団づくりを各ブロックごとに大人の責任

者をたて、子どもの活動を支えながら、子ども同士、親同士のつながりを深めていこうと

したが、その取り組みはブロックにより偏りがある。

　　　 　中高生グループは、市内団中学生交流会、高学年祭典のそれぞれの取り組みが出来た。

青年ブロックは、3 月から高校生が 14 名増え、地域ごとに 3 つのサークル分け活動が始

まった。Ｋ 1 村（10 日間キャンプ）の指導員として、そしてティーンズアートフェスティ

バルの出演者、裏方の実行委員として活躍した。

　　②高学年例会

　　　 　それぞれ例会の前には役者さんや劇団のスタッフとの事前学習会、そして例会当日の役

者さんとのロビー交流会、例会後のサークル会での感想会がある。

　　　　7 月「たかはしべんコンサート」　10 月劇団サダリ「時計が止まったある日」

　　　　11 月劇団仲間「森は生きている」

　　　　2 月日本音楽研究所「ラテン仕掛けのコンサート」5 月青年劇場「風が吹くとき」

　　③ティーンズアートフェスティバル（日時 2009 年 11 月 8 日）

　　　　目的　自分を表現できる中高生の集団づくり

　　　　目標　全劇場、集団で参加する

　　　　Ｋ 1 の参加者数　10 名

　　　 　6 月の立ち上げ式では、他劇場と交流しながら「最高のステージにしよう」と決意を新

たにした。今回の取り組みはＫ 1 劇場の分割を前に、出演者をバックアップする中高生を

中心とした子ども実行委員会と高学年を中心とした大人実行委員会の動きを作った。

　　　 　取り組みの中で、中高生の交流が深まり、子どもの活動を支える大人の交流が深まるこ

とを目標とする。

　4）　祭典部の活動内容

　　①祭典

　　　 　3 月 4 日から 8 日にかけて 6 ステージの演劇鑑賞会の開催に取り組んだ。ステージごと

のチケット販売、チラシ、ポスター、チケット作成も各ステージことの実行委員会が行っ

た。実行委員会は大人実行委員会、子ども実行委員会が各ステージごとに作られて、実行

委員会が定期的に開催され、会員同士のつながりを深めながらの動きを作り出した。

　　　 　各ステージでの鑑賞者数は、Ａ（141 名）　Ｂ（139 名）　Ｃ（56 名）　Ｄ（96 名）　Ｅ（108

名）Ｆ（156 名）であった。

　　　 　鑑賞した作品は、劇団風の子九州の「どんぶらこっこどんどこ亭」である。アジアの楽

器を使った演奏と親しみやすいメロディーで、アジアの昔話、遊びがテンポよく演じら

れ、年齢に関係なく楽しめた。また、公演後、劇中にでてくる「フィーフィー」という風

車を劇団の方の指導で作るワークショップはとても好評だった。
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　　②高学年祭典

　　　 　Ｃ中、Ｅ中の 2 ステージをそれぞれ高校生の実行委員長を中心に、中学生、高校生の実

行委員体制で取り組む。8 月には韓国への下見から始まった取り組みに、子どもたちは何

度も集まって頑張って取り組んだ。そのおかげで、目標観客数 260 名に対して、294 名を

達成し、子どもたちも連帯感や達成感を味わうことができた。

　　　　鑑賞した劇は、劇団サダリの「時計が止まったある日」

（出典：Ｋ 1 子ども劇場内部資料より研究集団が作成）


